








































































































床 ほか2002， 中川・波床2003)。 高速鉄道 は
他の公共事業に比べ「群を抜く採算 性j があ
るとされる一方で， 多くの場合予測計算 の過
程 が開示されず， 多くが総生産 の増加額を指
標 に していることで便益 の指標 が分かりにく
くなっていると指摘されてきた(中川・波床
2002)。 実際， 開通から 10年を経過した長野
新幹線(高崎一長野間) で， 需要予測と実績
値を比較したところ， 想定値23，000人キロ/
日 . km の77%にあたる 17，600人キロ/日・
km にとどまっており(鉄道建設・運輸施設
整備支援機構2008)， 他 の公共事業と 同様.
整備新幹線の事後評価においても， 当初 の需
要予測に届かないケースがすでに 存在するな























































































問4-2 開通で富山が通過駅となり、 寂れてしまう 北陸
問4-3 高速化で日帰りする客が増え、 宿泊客が減少する 北陸
問4-4 緊急災害時に北陸を迂回する代替ルートが確保される 全国
問4-5 富山駅の改築で美観が創出される 北陸
問4-6 東日本の各新幹線が東京~大宮聞を共用、 運符ダイヤが過密化する 全国
問4令7 関西方面から北陸への特急の直通運転がなくなる 北陸
問4-8 北陸と太平洋側の長距離の移動時間が短縮される 全国
問4-9 長距離輸送時のCO，が減り、 環境に優しい 全国
間4-10 飛行機との競合が激化する 全国
間4-11 並行する在来線がJRから経営分離され、 赤字路線になる 北陸






















調査票は自記式 で， 2012年前期の「 基礎ゼ、 ミ
ナール受講生J 15名の協力により， 個別に配
布・ 回収され， 合計154票の回答を得た。 こ
れは平成 24年度の学部生現員数(8，217人)の
約1.8%にあたる。被験者の内訳は，1年生122
名(79.2%) に対して 2年生14名(9.1%)， 3 























開通に対する態度(賛成 かど うか:問6) と
の回答との聞 の関係をみるため単回帰分析
をおこなった。 その結果， 2 聞の回答傾 向に












因子(問4.1， 問4.4， 問4.6， 問4.8， 問4.9，
問4.10， 問4.12) と， 全国的な視座からみた
正負の効果に関する7因子(問4.2， 問4.3，






標準 偏相関誤差 p 
問4 .3 0.116 0.065 0.126 1.544 0.125 
北陸 問4 .5 0.355 0.064 0.370 4 .867 0.000 
因子 問4 .7 幽0.14 1 0.066 -0.157 -1.936 0.055 
問4.13 0.239 0.079 0.255 3.222 0.002 
問4.6 0.14 9 0.066 0.160 1.979 0.050 
全国 問4 .9 0.213 0.062 0.212 2.648 0.009 
因子 問4.10 0.160 0.066 0.171 2.119 0.036 
問4.12 0.177 0.067 0.183 2.269 0.025 
まず\北陸因子について， 問4-5 I 富山駅
の改築で美観が創出されるJ(Beta = 0.355， 
p < 0.001)， 間4-l3 I 沿 線 地 域 に 公 共事業
に よ る 経 済 効 果 が あ る J(Beta = 0.239， P 
< 0.01) の2項目で正の関係が みられ， ま
た， .5 %水準有意ではないものの問4・7 I関
西方面から北陸への直通運転がなく なる」












た(Adj-R2= 0.252， F = l3.889， p < 0.001)。
次に全国因子については， 問4・6 I東日 本
の各新幹線が東京一大宮聞を共用， 運行ダイ
ヤが過密化するJ(Beta = 0.149， p<O.OS)， 
問4-9 I 長距離輸送時のCO2が減り， 環境に
優しいJ(Beta = 0.213， P < 0β1)， 問4・10 I飛
行機との競合が激化するJ(Beta = 0.160， p 
< 0.05)， 問4-12 I天候の影響を受けにく く
なり，定時運行が確保されるJ(Beta = 0.177， 


















するため， 表lを構成 する 14の理由の中か
ら， おもに北陸にとっての正負の効果に関す
る7因子( 問4.1， 問4.4， 問4.6， 問4.8， 問
4.9， 問4.10， 問4.12) と， 全国的な視座から
みた正負の効果に関する7因子(問4.2， 問













0.451 0.060 0.459 
0.197 0.074 0.220 
0.312 0.071 0.336 
0.192 0.071 0.201 
0.161 0.057 0.172 
0.184 0.061 0.203 
p 
6.34 0 0.000 
2.771 0.006 






合と 同じく. 問4-5 1富山駅の改築で美観が
創出さ れるJCBeta = 0.451， p<O.OOI)， 問
4・13 1沿線地域に公共事業による経済効果が





るCAdj-R2= 0.280， F = 30.679， p < 0.001)。
全国因子についても検討した。 問4-1 1長
距離の輸送力が増強されるJCBeta = 0.312， 
p < 0.001)， 問4-8 1北陸と太平洋側の長距離
の移動時聞が短縮されるJCBeta = 0.192， p 
< 0.05)， 問4・91長距離輸送時のCO2が減り，
環境に優しいJCBeta = 0.161， p<0.05)， 問
4-12 1天候の影響を受 けにく く なり， 定時






とが分かったCAdj-R2= 0.307， F = 16.474， 



















進学している。 平成 24年度の学部 学生の地
域別出身割 合のうち， 北陸三県の占める割





















149名(北陸群69， 他 地域群8 0) が分析対象
となった。
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= l.925) に比 べて有意に低い値となってい












































結果をもとに， 主成分法・ パリマック ス回転
による因子分析を行った。 回転後の因子パ

















問 5 問4-3 0. 591 問 6
・与・ 、 . 目、問4-5 間4・11 0.580問4・1 .. 0.437 
問4-13 問4-7 0.468問 5 0.335 
問4-4 問4-10 0.234問4・9 0.221 
問4-12 問4-6 0.210問4・5 0.200 
問4・8 0.230;問4-9 問4-7 0.14 8 
問4-1 0.207:問4-1 問4・6 0.145 
問4・6 0.173i問4・4 問4-13 0.138 
問4-3 0.1281問4-12 問4-12 0.093 
問4・11 0.109 ，問4-5 問4・2 0.060 
問4・2 0.039問 5 問4-14 ・0.024
問4-10 ・o∞ 5 1問4-8 問4-4 -0.091 





14・1 2. 定時性確保j. 14-13. 沿線への経済効
果j の5項目が高い負荷量を示していた。 こ
















の. 2つの従属変数 用の設問に 14・4. 災害時の
迂回路確保J. 14・8 . 太平洋側との移動時間短




























した。 分析の結果， 主 に 2つの因子が抽出さ
れ， このうち第l因子は先の回帰分析によっ
て示された「正の効果への期待j を裏づ ける
























矢野実沙希・米田周平(順不 同) の受講生 諸
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